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神
道
は
、
時
代
と
共
に
様
相
を
変
え
な
が
ら
長
き
に
渡
り
生
成
発
展
し
、
今
も
尚
生
き
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
私
達
は

神
話
の
中
に
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
天
神
が
伊
弉
諾
命
伊
弉
冉
命
二
柱
の
神
に
国
産
み
を
命
じ
ら

れ
、
是
の
漂
え
る
国
を
つ
く
り
固
め
成
し
た
〝
修
理
固
成
〞
の
精
神
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
ま
す
。

一
昨
年
、
第
百
二
十
六
代
天
皇
陛
下
が
御
即
位
遊
ば
さ
れ
、
日
本
の
歴
史
に
新
た
な
一
頁
が
刻
ま
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
く
、
こ
の
歴
史
は
天
地
と
共
に
悠
久
の
理
で
あ
り
、
神
代
よ
り
始
ま
る
国
造
り
が
永
久
に
続
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
私
達
は
生
を
受
け
た
そ
の
時
代
時
代
に
平
和
な
世
を
祈
り
、
次
世
代
が
よ
り
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
襷
を
繋
い
で
き
ま

し
た
。
今
を
生
き
る
我
々
神
職
も
、
神
様
・
氏
子
と
手
を
と
り
合
い
、
神
様
も
私
達
も
日
々
感
じ
る
幸
せ
を
そ
の
襷
に
想
い

を
込
め
て
、
希
望
の
あ
る
未
来
と
す
る
べ
く
道
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
道
と
は
、
自
身
が
奉
仕
す
る
神
社
・
地
域

の
興
隆
に
携
わ
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

昨
今
は
、
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
便
利
で
住
み
や
す
い
社
会
に
な
っ
た
反
面
、
昔
な
が
ら
の
習
わ
し
が
失
わ
れ
、
伝
統

文
化
を
重
ん
じ
る
我
々
神
職
も
そ
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
達
は
そ
れ
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、
変
化
に
抗
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
代
の
価
値
観
に
合
わ
せ
て
き
た
か
ら
こ
そ
「
神
社
」
は
、
氏
子

崇
敬
者
の
守
り
神
と
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
我
が
故
郷
に
鎮
座
し
、
そ
れ
が
続
く
こ
と
を
誰
も
が
望
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
自
身
の
成
長
が
不
可
欠
で
あ
り
、
教
学
や
祭
式
な
ど
の
神
職
的
素
養
の
必
修
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
よ

り
深
み
を
持
た
せ
る
た
め
に
も
様
々
な
活
動
に
臨
み
、
知
ら
な
い
世
界
を
知
る
こ
と
で
人
間
味
の
あ
る
〝
お
ら
っ
ち
ゃ
と
こ

の
神
主
さ
ん
〞
と
な
り
、
そ
れ
が
斯
界
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
「
挑
戦
」
を
主
題
と
し
二
年
間
取
り
組
み
ま
す
。

〜
挑
む
〜

閉
塞
感
を
感
じ
る
神
社
界
の
変
革
期
が
こ
の
令
和
の
時
代
だ
と
確
信
し
て
い
る
。

手
を
挙
げ
挑
戦
す
る
こ
と
、
自
ら
の
手
で
切
り
開
く
覚
悟
が
吉
兆
に
な
る
と
信
じ
、
会
則
「
神
社
神
道
の
興
隆
」
に
つ
な
が

る
活
動
を
考
え
る
。

◆
今
期
は
委
員
会
を
設
け
な
い
た
め
、
委
員
長
・
次
長
の
職
が
な
く
、
か
わ
り
に
役
員
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
の
事
業
を
企
画
す

る
。
ど
の
よ
う
な
活
動
で
あ
れ
企
画
立
案
し
、
役
員
会
で
意
見
を
述
べ
実
行
す
る
。
そ
し
て
、
報
告
書
を
作
成
し
保
存
す

る
ま
で
を
一
連
の
事
業
と
す
る
。

◆
神
宮
大
麻
増
頒
布
は
議
論
さ
れ
る
が
、
例
祭
の
参
列
者
や
御
祈
願
の
増
や
し
方
、
総
代
と
の
関
わ
り
方
、
護
持
運
営
方
法

な
ど
各
社
事
情
は
違
う
が
話
し
合
う
機
会
が
な
い
。
会
員
同
士
が
卒
業
後
も
相
互
扶
助
で
き
る
良
い
関
係
を
築
く
た
め
に

も
相
談
で
き
る
場
と
す
る
。

北
陸
神
道
青
年
協
議
会
研
修
会
主
管

昨
年
度
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
今
年
度
開
催
と
な
っ
た
。
ど
の
よ
う

な
状
況
で
も
行
え
る
よ
う
開
催
形
式
を
模
索
す
る
。

中
央
研
修
会
へ
の
助
勢

新
潟
県
が
主
管
と
な
っ
て
開
催
す
る
た
め
、
北
陸
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に
協
力
す
る
。

活
動
方
針

令
和
三
年
度

令
和
三
年
度

役

員

会
　
長

林
　
　
貞
文

副
会
長

石
本

　
喜
子

副
会
長

田
中

　
天
美

副
会
長

野
上

　
裕
樹

監
　
事

嵯
峨

　
芳
紘

監
　
事

松
本

　
正
紀

理
　
事

林
　
　
郁
力

理
　
事

長
岡

　
洋
平

理
　
事

魚
岸

　
一
弥

理
　
事

神
道
青
年
全
国
協
議
会

神
宮
啓
発
委
員

平
岡

　
晶
太

理
　
事

若
宮

　
　
萌

理
　
事

大
伴

　
泰
貴

事
務
局
長

髙
尾

　
佳
成

監
査
役

大
峯

　
宜
之

令
和
三
年
度
よ
り
監
査
役
を
設
け
、
こ

の
度
ご
卒
業
な
さ
い
ま
し
た
大
峯
宜
之

先
輩
に
、
ご
就
任
頂
き
ま
し
た
。
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可  加  美富山県神道青年会会報

令
和
三
年
度
事
業
内
容

●
祭
式
衣
紋
勉
強
会

●
大
祓

●
社
家
家
系
図
調
査

　
先
祖
と
系
譜
を
辿
る

●
日
本
書
紀
を
読
む

　
崇
神
天
皇
・
応
神
天
皇
・
雄
略
天
皇
・

持
統
天
皇
の
御
代
を
中
心
に

●
三
分
間
ス
ピ
ー
チ

　
お
ら
っ
ち
ゃ
の
特
技

●
ス
ポ
ー
ツ
大
会

●
時
代
に
あ
っ
た
神
社
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の

作
成
と
そ
の
広
報

●
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会

　
今
宵
は
神
主
に
な
っ
た
理
由

を
語
ら
ん
ま
い
け

●
神
社
シ
ネ
マ

●
大
国
の
宗
教
概
観
及
び
昨
今
の
動
向

●
オ
ン
ラ
イ
ン
教
養
研
修
会

・
北
陸
神
道
青
年
協
議
会
研
修
会
（
主
管
富
山
県
）

・
神
道
青
年
全
国
協
議
会
中
央
研
修
会
（
主
管
新
潟
県
）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
事
業
が

一
部
変
更
さ
れ
る
場
合
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
一
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
会
務
運
営
に
つ
い
て
は
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
時
節
に
応
じ
て
実
施
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
書
面
に
て
略

式
と
な
っ
た
総
会
で
す
が
、
本
年
は
感
染
症
対
策

を
施
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で

射
水
神
社
に
お
い
て
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
五
月
以
降
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
し
て
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
と
し
て
横
越
照
正

先
生
（
熊
野
神
社
宮
司
）
か
ら
神
葬
祭
の
実
務
に

関
す
る
こ
と
、
松
尾
樹
先
生
（
八
坂
神
社
宮
司
）

か
ら
神
職
と
し
て
の
地
域
貢
献
活
動
等
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
」

で
は
一
年
振
り
に
会
員
が
交
流
を
深
め
「
日
本
書

紀
を
読
む
」
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

を
通
し
て
、
会
員
相
互
と
知
見

を
深
め
合
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
実
際
に
会
員
が
出
席

し
て
行
う「
祭
式
衣
紋
勉
強
会
」

も
感
染
症
対
策
を
施
し
た
上
で

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
感
染
症

の
拡
大
を
防
ぎ
つ
つ
、
時
流
に

応
じ
た
活
動
を
一
歩
一
歩
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
開
催
事
業

開
催
予
定
事
業

北
陸
神
道
青
年
協
議
会
研
修
会

　
七
月
八
日
、
北
陸
神
道
青
年

協
議
会
研
修
会
（
主
催
北
陸
神

道
青
年
協
議
会

　
主
管
富
山

県
神
道
青
年
会
）
が
富
山
県
民

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
来
は
昨
年
開
催
の
予
定
で

し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
本
年
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
オ
ン
ラ

イ
ン
も
交
え
た
様
式
で
の
研
修
会
と
な
り
、神
道
青

年
全
国
協
議
会
の
小
林
会
長
は
じ
め
北
陸
の
青
年

神
職
四
十
二
名
（
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
者
含
）
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
主
題
を「
生
き
る
」と
し
、
災
害
時

の
対
応
や
迅
速
且
つ
効
率
的
な
支
援
方
法
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
講
師
と
し
て
佐
伯

邦
夫
先
生
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
山
県
防
災
士
会
理

事
長
）
よ
り
「
災
害
に
備
え
て
」「
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
作
ろ
う
」
の
二
講
に
わ
た
っ
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
、災
害
時
の
事
態
の

展
開
を
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、と
る
べ
き
行
動
を
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
訓
練
の
こ
と
で
、参
加
者
各
自

が
配
布
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
災
害
発
生
が
見
込

ま
れ
た
時
か
ら
避
難
完
了
ま
で
ど
の
よ
う
な
行
動

を
と
る
か
、先
生
の
ご
指
導
の
も
と
各
会
員
の
環
境

に
応
じ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

オンライン飲み会

祭式衣紋勉強会

オンライン研修会
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神
道
青
年
全
国
協
議
会
報
告

前

神
道
青
年
全
国
協
議
会
理
事

長
谷
川

宏
幸
（
髙
瀬
神
社

　
禰
宜
）

神
道
青
年
全
国
協
議
会

神
宮
啓
発
委
員

神
宮
啓
発
委
員
出
向
に
あ
た
っ
て

平
岡

晶
太
（
廣
田
神
社

　
禰
宜
）

　
平
成
二
十
五
年
、
最
初
で
最
後
の
覚
悟
で
臨
ん

だ
神
道
青
年
全
国
協
議
会
の
役
員
で
し
た
が
、
気

が
付
け
ば
三
期
六
年
の
出
向
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
奉
祝
、
創
立
六
十

五
周
年
記
念
事
業
に
携
わ
っ
た
南
坊
城
期
（
平
成

二
十
五
〜
二
十
六
年
度
・
総
務
局
員
）
、
大
東
亜

戦
争
終
結
七
十
年
、
神
武
天
皇
二
千
六
百
年
事
業

を
行
っ
た
長
友
期
（
平
成
二
十
七
〜
二
十
八
年

度
・
広
報
委
員
長
）
、
そ
の
後
、
役
員
任
期
も
終

わ
り
卒
業
の
期
を
迎
え
る
平
成
三
十
一
年
正
月
。

南
坊
城
期
か
ら
苦
楽
を
共
に
し
た
金
田
新
会
長
よ

り
、
「
会
長
に
立
つ
と
決
意
し
て
か
ら
長
谷
川
君

を
呼
び
戻
す
と
決
め
て
い
た
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
、
金
田
期
（
令
和
元
〜
二
年
度
・
副
議
長
・
広

報
委
員
）
で
指
名
理
事
と
し
て
復
帰
し
ま
し
た
。

　
金
田
期
一
年
目
の
平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度

は
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
、
そ
し
て
神
道
青
年
全

国
協
議
会
創
立
七
十
周
年
と
、
充
実
し
た
一
年
と

な
り
ま
し
た
。
委
員
会
は
長
友
期
よ
り
続
い
て
広

報
委
員
会
に
加
え
、
新
た
に
委
員
長
経
験
者
で
組

織
さ
れ
た
「
組
織
検
討
会
議
」
に
も
所
属
し
、
未

来
を
見
据
え
た
会
則
・
会
議
・
事
業
の
在
り
方
等

を
検
討
、
提
言
を
致
し
ま
し
た
。

　
令
和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
苦
難
の
連
続
で
し
た
が
、
金
田
会
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
役
員
の
団
結
に
よ
り
難
局
を

乗
り
越
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
感
染

症
終
息
が
見
え
な
い
中
に
あ
り
ま
す
が
、
任
期
中

に
学
ん
だ
経
験
を
生
か
し
、
斯
界
発
展
の
為
に
尽

力
し
て
参
り
ま
す
。

　
二
年
間
神
青
協
神
宮
啓
発
委
員
会
に
出
向
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
一
年
目
は
「
巫
女
の
た
め
の
神
宮
研
修
会
」
に

向
け
て
、
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
し
か
し
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
に
広
が
り
、
団
体

で
の
行
動
や
遠
方
か
ら
の
移
動
が
難
し
く
な
り
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
各
地
区
の
委
員
や
神
社
関

係
者
、
巫
女
か
ら
も
開
催
の
要
望
が
あ
り
開
催
し

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
中
止
に
な
り
大
変
残
念
で

し
た
。

　
二
年
目
は
、
「
全
国
神
宮
啓
発
活
動
意
識
調

査
」
に
力
を
入
れ
、
各
地
の
神
青
会
員
の
神
宮
啓

発
活
動
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し
た
。
各
地

に
は
、
他
の
地
域
の
神
職
も
参
考
に
す
べ
き
教
化

活
動
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
神
青
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
会
員
向
け
サ
イ
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
ご

覧
に
な
り
、
各
地
の
教
化
活
動
や
特
色
を
知
っ
て

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
回
の
出
向
で
勉
強
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
、

今
後
の
教
化
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
斯
界
の
神
宮
啓
発
活
動
が
さ
ら
に
活

発
に
な
り
、
次
期
神
宮
式
年
遷
宮
に
向
け
て
の
機

運
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
二
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
期
よ
り
神
宮
啓
発
委
員
会
に
出
向
致
し
ま
す

平
岡
晶
太
と
申
し
ま
す
。

　
私
は
学
生
時
代
、
四
年
間
伊
勢
に
住
み
神
宮
を

身
近
に
感
じ
る
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。
神

職
と
な
っ
た
あ
と
も
神
宮
に
対
し
て
強
い
思
い
が

あ
り
、
様
々
な
場
面
で
一
般
の
方
そ
し
て
神
職
の

方
が
神
宮
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、

都
度
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
期
神
宮
啓
発
委
員

会
は
上
野
委
員
長
の
下
、
各
委
員
が
様
々
な
事
業

提
案
を
行
い
啓
発
活
動
に
つ
な
げ
る
べ
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
神
道
青
年
全
国
協
議
会
に
直
接
携
わ

る
の
は
初
め
て
に
な
り
ま
す
の
で
大
変
緊
張
し
て

お
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
か
ら
伺
っ
た
神
宮
観
を

参
考
に
、
よ
り
価
値
の
あ
る
事
業
を
提
案
・
実
現

出
来
る
よ
う
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

前

神
道
青
年
全
国
協
議
会

神
宮
啓
発
委
員

神
宮
啓
発
委
員
会
出
向
を
終
え
て

平
尾

旨
穏
（
日
枝
神
社

　
権
禰
宜
）
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可  加  美富山県神道青年会会報

　
昨
年
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
は
会
の
運
営
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
昨
年
度
初
頭
に

は
、
い
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
危

険
性
と
流
行
期
間
の
予
測
が
つ
か
ず
、
応

急
処
置
的
に
事
業
開
催
の
是
非
と
会
議
方

法
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当

初
会
議
は
メ
ー
ル
に
て
行
う
こ
と
と
し
、

事
務
局
に
て
各
役
員
か
ら
の
メ
ー
ル
を
総

合
し
再
度
送
付
す
る
こ
と
で
、
協
議
・

審
議
事
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う

手
法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
メ
ー
ル
会
議

は
新
し
い
枠
組
み
が
不
要
な
た
め
導
入

が
容
易
で
あ
る
反
面
、
意
見
の
集
約
と

検
討
に
は
大
変
な
日
数
を
要
し
、
事
業

内
容
の
詳
細
を
検
討
す
る
の
に
は
不
向

き
で
あ
り
、
積
極
的
な
議
論
は
ほ
ぼ
不

可
能
な
形
式
で
し
た
。

　
会
議
進
行
の
効
率
化
の
為
、
夏
頃
よ
り

ウ
ェ
ブ
会
議
を
導
入
し
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ

会
議
は
枠
組
み
の
構
築
と
参
加
者
の
慣
れ

に
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
使
い
こ
な
せ

れ
ば
集
会
で
の
会
議
と
遜
色
な
く
進
行
で

き
る
こ
と
が
分
か
り
、
現
在
も
活
用
し
て

い
ま
す
。
会
議
内
容
の
収
録
、
資
料
の
提

示
説
明
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
会
議
の
方
が

有
効
な
点
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ

た
の
ち
も
上
手
く
活
用
す
る
こ
と
で
効
率

的
な
会
務
運
営
を
図
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
本
年
四
月
に
行
わ
れ
た
第
五
十
五
回
定

例
総
会
は
、
集
会
と
ウ
ェ
ブ
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
致
し
ま
し
た
。
設
え

の
上
で
は
大
変
な
と
こ
ろ
が
多
い
こ
の
形

式
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
関
わ
ら
ず
様
々

な
可
能
性
を
感
じ
る
会
議
形
式
で
し
た
。

遠
方
に
在
籍
す
る
会
員
だ
け
で
な
く
、
他

の
単
位
会
と
の
会
議
で
も
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
本
年
五
月
に
富
山

県
で
行
わ
れ
た
北
陸
神
道
青
年
協
議
会

理
事
会
で
も
こ
の
形
式
を
用
い
、
七
月

開
催
の
北
陸
神
道
青
年
協
議
会
研
修
会
に

お
い
て
も
活
用
致
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
初
め
て
の
出
来
事
に
対
応
が

遅
れ
、
事
務
局
長
と
し
て
会
員
の
皆
さ
ま

に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た

が
、
勉
強
に
な
る
経
験
も
多
く
あ
り
、
有

事
の
際
に
は
少
し
で
も
早
く
、
考
え
方
・

物
事
の
捉
え
方
を
シ
フ
ト
さ
せ
運
用
方
法

を
根
本
的
に
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
痛
感
し
ま
し
た
。
早
い
段
階
で
の
対
応

は
、
よ
り
有
意
義
な
会
議
・
事
業
の
実
現

に
直
結
し
ま
す
。
未
だ
コ
ロ
ナ
禍
は
収

ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
の
経
験
を

前
事
務
局
長

平
岡

晶
太
（
廣
田
神
社

　
禰
宜
）

コ
ロ
ナ
禍
の
神
道
青
年
会
運
営
に
つ
い
て

生
か
し
今
期
の
会
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
出
来

る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

オンライン出席者への対応

第五十五回 定例総会（於：射水神社） 長谷川会長（当時）挨拶

6



可  加  美 富山県神道青年会会報

　
東
日
本
大
震
災
よ
り
十
年
を
迎
え
た

令
和
三
年
三
月
十
一
日
、「
東
日
本
大

震
災
復
興
祈
願
祭
並
び
に
物
故
者
慰
霊

祭
」
を
富
山
市
の
廣
田
神
社
で
斎
行
し

ま
し
た
。

　
祭
典
当
日
に
は
、
福
島
県
神
道
青
年

会
の
皆
様
が
心
を
込
め
て
育
て
ら
れ
た

神
饌
米
を
は
じ
め
、
宮
城
県
石
巻
市
の

お
酒
（
墨
廼
江
酒
造
「
酒
の
み
乃
酒
」）

と
、
岩
手
県
大
船
渡
市
の
お
菓
子
（
さ

い
と
う
製
菓
「
か
も
め
の
玉
子
」）
を

お
供
え
し
、
被
災
地
の
復
興
と
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
の
安
ら
か
な
ら

ん
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　
全
国
が
コ
ロ
ナ
禍
で
最
初
の
緊
急
事

態
宣
言
下
に
あ
っ
た
令
和
二
年
五
月
六

日
、
神
道
青
年
全
国
協
議
会
主
催
の
も

と
、
全
国
の
青
年
神
職
が
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
早
期
終
息
祈
願

祭
」
を
一
斉
に
斎
行
し
、
県
内
で
も
当

会
会
員
が
奉
仕
す
る
各
社
で
祈
願
祭
を

行
い
ま
し
た
。

　
祭
典
に
は
会
員
の
ご
家
族
様
は
じ

め
、
様
々
な
方
が
ご
参
列
さ
れ
、
と
も

に
一
日
も
早
い
感
染
症
の
事
態
終
息
と

病
に
臥
せ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
の
回
復

を
祈
念
致
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

早
期
終
息
祈
願
祭

東
日
本
大
震
災
並
び
に
物
故
者

慰
霊
祭

於：射水神社

於：廣田神社
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可  加  美富山県神道青年会会報

研
修
企
画
委
員
会

　
　 委
員
長

田
中

天
美

　
（
射
水
神
社

　
権
禰
宜
）

　
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
、
た
っ
た
四
字
で

表
記
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
猛
威
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
百

年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
国
難
、
世
界

的
混
乱
の
中
、
我
々
神
職
が
為
す
べ
き

こ
と
を
問
い
質
す
一
年
だ
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

　
北
陸
神
道
青
年
協
議
会
研
修
会
の
中

止
・
延
期
だ
け
で
な
く
、
八
年
ぶ
り
に

企
画
し
た
「
禊
錬
成
研
修
会
」
や
、
伝

統
行
事
「
寒
中
禊
」
さ
え
も
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
は
、
研
修
を
担
当

す
る
委
員
会
と
し
て
非
常
に
残
念
で
あ

り
、
不
甲
斐
な
さ
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
一
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言

発
出
の
翌
月
に
は
、
「
日
本
書
紀
勉
強

会
」
の
趣
旨
変
更
を
い
ち
早
く
決
断

令
和
二
年
度

活
動
報
告

し
、
会
員
夫
々
が
コ
ロ
ナ
禍
へ
立
ち
向

か
っ
た
祭
典
の
記
録
を
纏
め
ら
れ
た
こ

と
は
成
果
の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
、
困

難
な
時
に
こ
そ
、
祭
祀
の
厳
修
と
い
う

根
本
た
る
精
神
の
も
と
、
「
祭
り
」
を

奉
仕
す
る
こ
と
が
我
々
神
職
の
為
す
べ

き
こ
と
と
考
え
ま
す
。

教
化
広
報
委
員
会

委
員
長

魚
岸

一
弥

　
（
井
波
八
幡
宮

　
権
禰
宜
）

　
当
初
、
誰
も
が
予
想
で
き
な
か
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
世
間
一
般
の
活
動
の
み
な
ら

ず
、
当
会
の
活
動
も
大
き
く
制
限
さ
れ

た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
制
限
下
、
人

と
人
が
交
わ
っ
た
教
化
広
報
活
動
が
難

し
く
な
る
中
、
例
年
発
行
し
て
い
る
会

報
『
可
加
美
』
を
こ
れ
ま
で
の
読
者
だ

け
で
な
く
、
献
穀
田
を
お
世
話
い
た
だ

い
た
奉
耕
者
は
じ
め
水
島
地
区
の
方
の

配
布
す
る
こ
と
で
、
例
年
よ
り
も
幅
広

い
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
紙
面
も

「
献
穀
田
」
に
特
化
さ
せ
る
こ
と
で
、

同
地
区
の
方
に
改
め
て
「
献
穀
田
」
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
『
日
本
書
紀
』

と
県
内
神
社
を
関
連
さ
せ
た
記
事
を
発

信
し
、
閲
覧
い
た
だ
い
た
皆
様
に
周
知

す
る
と
共
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
実
践
で

き
る
教
化
活
動
の
一
つ
の
例
を
示
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

時
代
に
あ
っ
た
様
式
に
更
新
し
、
会
員

が
管
理
・
運
営
で
き
る
よ
う
に
致
し
ま

し
た
。
多
数
の
会
員
が
、
管
理
・
運
営

に
携
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
今
後
益
々
充
実

で
き
る
土
台
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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可  加  美 富山県神道青年会会報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
！

　
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
公
開
以
来
、
種
々
更
新
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
、
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
」
や
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
等
を
追
加

で
掲
載
し
、
当
会
の
活
動
を
随
時
ホ
ー
ム

画
面
で
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
に
致
し
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
こ
れ
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ

を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
開
始
！

新
た
に
当
会
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

開
設
し
ま
し
た
。
富
山
県
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
の
利
用
率
が
全
国
一
位
と
言
わ

れ
る
程
、
多
く
の
方
が
投
稿
し
て
い
ま

す
。
当
会
で
も
こ
れ
か
ら
多
く
の
投
稿

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

リニューアルホームページ
URL　https://toyama-shinsei.net/

インスタグラム
URL　https://www.instagram.com/toyama_shinsei/URL　https://bit.ly/3zO1ByS
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可  加  美富山県神道青年会会報

卒
業
に
あ
た
っ
て

髙
瀬
神
社

禰
宜
長
谷
川

宏
幸

　
入
会
以
来
、
魅
力
的
で
格
好
い
い
先

輩
、
高
き
志
と
熱
い
情
熱
を
持
っ
た
仲

間
と
時
に
激
し
く
議
論
を
重
ね
、
時
に

楽
し
く
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
充
実
し
た

青
年
神
職
期
を
送
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
卒
業
ま
で
の
間
、
北
陸
神
道
青
年

協
議
会
や
神
道
青
年
全
国
協
議
会
の

役
職
も
頂
戴
し
、
全
国
の
神
道
人
と
活

動
し
た
事
も
大
き
な
財
産
で
す
。
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
定
例
総
会
を
以
て
、
令
和
元
年
度
・

二
年
度
の
任
期
が
終
了
し
ま
し
た
。
当

初
、
富
山
県
出
身
で
は
な
い
私
に
と
っ

て
、
伝
統
あ
る
富
山
県
神
道
青
年
会
の

会
長
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
迷
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
高
校
時
代
の
恩
師
が

常
々
口
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
「
さ
せ

て
い
た
だ
く
精
神
」
を
胸
に
、
会
長
職

を
お
預
か
り
す
る
事
と
致
し
ま
し
た
。

　
令
和
二
年
度
、
会
員
と
し
て
過
ご
す

最
後
の
年
度
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
」
と
し
て
華
々
し
く
卒
業
す
る

予
定
で
し
た
が
、
人
生
は
そ
ん
な
に
甘

い
も
の
で
は
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
最
終
年
度
の

会
務
運
営
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
総
会
や
事
業
、
会
議
等
の

実
施
判
断
は
非
常
に
難
し
く
、
当
初
は

暗
中
模
索
の
状
態
で
し
た
が
、
二
宮
・

大
峯
両
副
会
長
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

に
よ
り
、
当
会
独
自
の
活
動
実
施
基
準

を
設
け
る
等
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
こ
の
一

年
間
、
以
前
の
よ
う
に
事
業
が
実
施
出

来
ず
悔
し
く
歯
が
ゆ
い
思
い
を
さ
れ
た

と
同
時
に
、
「
当
た
り
前
の
あ
り
が
た

さ
」
が
実
感
出
来
た
一
年
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
青
年
神
職
期
に

お
い
て
、
研
修
会
や
教
化
事
業
を
温
存

す
る
事
な
く
、
今
と
い
う
時
間
を
大
切

に
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま

す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
、
今
後
も

模
索
す
る
日
々
が
続
く
と
思
い
ま
す

が
、
持
ち
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
行
動

力
で
「
富
山
県
神
道
青
年
会
」
を
守
り

抜
い
て
く
だ
さ
い
。

　
結
び
に
、
任
期
中
に
ご
支
援
賜
り
ま

し
た
富
山
県
神
社
庁
、
各
支
部
、
神
職

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
卒

業
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

橋谷田 剛士
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可  加  美 富山県神道青年会会報

卒
業
に
あ
た
っ
て

　
平
成
二
十
年
よ
り
十
三
年
間
在
籍

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
会
当

初
は
奉
務
神
社
の
社
務
を
覚
え
る
事
に

精
一
杯
で
、
会
の
活
動
が
少
し
重
荷
に

感
じ
て
を
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
振

り
返
り
ま
す
と
、
卒
業
さ
れ
た
先
輩
方

に
沢
山
の
学
や
気
付
き
を
与
へ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
事
は
、
私
に
と
つ
て
の
財

産
に
な
つ
て
を
り
ま
す
。
こ
の
歴
史
あ

る
神
道
青
年
会
は
青
年
だ
か
ら
こ
そ
失

敗
を
恐
れ
ず
に
様
々
事
業
を
行
へ
る
会

で
あ
り
ま
す
。
現
在
諸
事
情
に
よ
り
参

加
が
叶
は
な
い
会
員
も
を
ら
れ
る
と
は

思
ひ
ま
す
が
少
し
無
理
を
し
て
参
加
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
ひ
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
奉
務
神
社
で
新
た
な
事
業
を
行
ふ

時
に
こ
の
会
で
学
ん
だ
事
が
役
に
立
つ

か
ら
で
す
。
そ
れ
は
事
業
の
趣
意
書
や

予
算
書
の
作
り
方
、
事
業
の
手
法
な
ど

を
学
べ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
青
年
神
職
と
し
て
の
神
社
を
護

持
運
営
し
て
い
く
上
で
の
苦
労
や
悩
み

を
相
談
し
た
り
、
喜
び
を
共
有
で
き
る

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
青
年

期
で
あ
る
方
々
の
熱
き
情
熱
を
も
つ
て

活
動
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
会
員
一

人
ひ
と
り
が
実
り
多
き
会
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
ご
祈
念
申
上
げ
卒
業
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
皆
様
あ
り
が
た
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

富
山
縣
護
國
神
社

権
禰
宜
二
宮

　
　 渉

　
こ
の
度
、
令
和
三
年
度
の
総
会
を
も

ち
ま
し
て
、
こ
の
富
山
県
神
道
青
年
会

富
山
縣
護
國
神
社

権
禰
宜
大
峯

宜
之

を
卒
業
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
間
、
月
々
の
研
修
会
は
も
と
よ
り
、

周
年
事
業
や
復
興
支
援
活
動
な
ど

様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
中
で
多
く
の
出
会
ひ
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
間
は
自
分
に
と
っ
て
か
け

が
へ
の
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た

と
、
今
に
な
っ
て
し
み
じ
み
と
思
へ
て

く
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
会
務
も
従
来
通
り

に
実
施
す
る
の
は
難
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
林
貞
文
新
会
長
の
も
と
会

員
一
同
力
を
合
は
せ
、
こ
の
富
山
県
神

道
青
年
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
ひ
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
卒
業

に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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可  加  美富山県神道青年会会報

卒
業
に
あ
た
っ
て

神
明
宮

禰
宜
井
頭

士
彦

　
こ
の
度
、
神
道
青
年
会
の
卒
業
を
迎

え
ま
し
た
。

　
私
が
会
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
の

は
、
温
か
い
心
と
気
遣
い
で
す
。
普
段

子
供
と
接
す
る
仕
事
に
就
い
て
お
り
ま

す
が
、
「
二
人
組
や
グ
ル
ー
プ
に
な
る

時
は
、
ひ
と
り
の
人
を
つ
く
っ
て
は
い

け
な
い
よ
」
「
自
分
か
ら
笑
顔
で
挨
拶

す
る
ん
だ
よ
」
と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ

て
は
い
る
も
の
の
、
自
分
自
身
、
い
つ

も
そ
れ
が
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
会
の
方
々
は
、
顔
を
出
す

こ
と
が
少
な
か
っ
た
私
に
、
い
つ
も
気

さ
く
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

会
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
人
物
の
み
な
ら
ず
、
決
し
て
そ
う
で

は
な
か
っ
た
私
に
も
、
同
胞
と
し
て
温

で
活
動
も
多
く
「
な
ん
て
体
育
会
系

の
団
体
な
ん
だ
」
と
、
文
化
系
出
身

の
私
は
驚
愕
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
富
山
県
神
道
青
年
会
に
参
加
し

て
一
六
会
・
寒
中
禊
・
祭
式
講
習
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
様
々
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
神
職
の
人

た
ち
と
交
流
が
な
か
っ
た
私
に
と
っ

て
県
内
の
若
手
神
職
の
人
た
ち
と
知

り
合
う
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
思
え
ば
飲
み
会
に
よ

く
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
高
校
教
員
に
採
用
さ
れ
て

か
ら
は
な
か
な
か
参
加
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
し
た
が
富
山
県
神
道

青
年
会
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

日
宮
神
社

宮
司
奥
田

直
文

12284

か
く
接
し
て
下
さ
っ
た
方
々
か
ら
、
私

は
人
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
学
び
ま
し

た
。
神
職
と
し
て
、
様
々
な
氏
子
へ
の

接
し
方
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
富
山
県
神
道
青
年
会
の
な

お
一
層
の
充
実
と
発
展
を
お
祈
り
し
て

卒
業
の
言
葉
と
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
十
歳
代
の
な
か
ば
に
神
道
青
年
会

に
参
加
し
て
か
ら
も
う
十
数
年
が
経
っ

た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
青
年
会
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
、

伏
木
神
社
の
尾
崎
定
秀
宮
司
に
青
年
会

主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
誘
わ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
こ

ろ
は
日
枝
神
社
の
平
尾
賢
さ
ん
が
会
長



可  加  美 富山県神道青年会会報

卒
業
者
ご
紹
介

比
賣
神
社

宮
司
佐
伯

貫
之

素
盞
嗚
神
社

禰
宜
佐
伯

聡

13



可  加  美富山県神道青年会会報

令
和
二
年
度

活
動
一
覧

令
和
二
年

※

メ
ー
ル
会
議
の
出
席
者
は
メ
ー
ル
送
信
者
並
び
に
返
答
を
行
っ
た
者

四

月
　
三

　
日

　
定
例
総
会
中
止

　
総
会
で
の
審
議
・
協
議
予
定
事
項

を
書
面
に
て
決
議

十
五
日

　
第
一
回
教
化
広
報
委
員
会

（
五
名
）メ
ー
ル
会
議

十
九
日

　
第
一
回
研
修
企
画
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

　
　
　
二
十
六
日

　
第
一
回
役
員
会

（
五
名
）メ
ー
ル
会
議

五

月

六
　
日

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
早
期
終
息
祈
願
祭
一

斉
奉
仕

各
会
員
奉
務
神
社

十
二
日

　
北
陸
神
青
協
第
一
回
理
事
会

（
三
名
）ウ
ェ
ブ
会
議（
ズ
ー
ム
）

十
五
日

　
第
二
回
研
修
企
画
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

第
二
回
教
化
広
報
委
員
会

（
五
名
）メ
ー
ル
会
議

　
　
　
二
十
六
日

　
第
二
回
役
員
会

（
十
五
名
）メ
ー
ル
会
議

六

月
二
十
七
日

　
第
三
回
役
員
会

（
十
五
名
）メ
ー
ル
会
議

七

月

二
　
日

　
北
陸
神
青
協
第
一
回
臨
時
理
事
会

（
三
名
）ウ
ェ
ブ
会
議（
ズ
ー
ム
）

十
五
日

　
第
三
回
研
修
企
画
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

　
　
　
二
十
七
日

　
第
四
回
役
員
会

（
十
四
名
）メ
ー
ル
会
議

八

月

十
五
日

　
第
三
回
教
化
広
報
委
員
会

（
五
名
）メ
ー
ル
会
議

十
八
日

　
北
陸
神
青
協
第
二
回
臨
時
理
事
会

（
三
名
）ウ
ェ
ブ
会
議（
ズ
ー
ム
）

　
　
　
二
十
七
日

　
全
国
神
青
協
常
任
委
員
会

（
一
名
）ウ
ェ
ブ
会
議（
ズ
ー
ム
）

　
　
　
二
十
八
日

　
第
五
回
役
員
会

（
十
名
）ウ
ェ
ブ
会
議（
ズ
ー
ム
）

九

月
　
十
九
日

　
第
四
回
教
化
広
報
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

二
十
日

　
第
四
回
研
修
企
画
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

　
　
　
二
十
三
日

　
第
六
回
役
員
会
（
十
一
名
）ウ
ェ
ブ
会
議（
ズ
ー
ム
）

十

月
　
五

　
日

　
富
山
縣
護
國
神
社
終
戦
七
十
五
周
年
秋
季
例
大
祭
唐

櫃
所
役
奉
仕

（
二
名
）富
山
縣
護
國
神
社（
富
山
市
磯
部
町
）

八
　
日

　
富
山
県
神
社
庁
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
助
勢

（
三
名
）ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山（
富
山
市
）

　
　
　
二
十
二
日

　
第
五
回
研
修
企
画
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

　
　
　
二
十
五
日

　
第
七
回
役
員
会（
十
一
名
）髙
瀬
神
社（
南
砺
市
高
瀬
）

及
び
ウ
ェ
ブ
参
加（
ズ
ー
ム
）

令
和
三
年

十
一
月

　
六

　
日

　
第
六
回
研
修
企
画
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

十
二
日

　
北
陸
神
青
協
第
二
回
理
事
会

（
二
名
）ウ
ェ
ブ
会
議（
ズ
ー
ム
）

十
六
日

　
第
八
回
役
員
会

（
十
一
名
）多
久
比
禮
志
神
社（
富
山
市
塩
）

及
び
ウ
ェ
ブ
参
加（
ズ
ー
ム
）

十
七
日

　
福
井
県
神
道
青
年
会
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典

（
一
名
）ハ
ピ
リ
ン
ホ
ー
ル
能
楽
堂（
福
井
県
福
井
市
）

一

月
二
十
二
日

　
第
七
回
研
修
企
画
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

　
　
　
二
十
三
日

　
第
五
回
教
化
広
報
委
員
会

（
五
名
）メ
ー
ル
会
議

　
　
　
二
十
六
日

　
臨
時
総
会

（
十
名
）ウ
ェ
ブ
会
議（
ズ
ー
ム
）

同
　
日

　
第
九
回
役
員
会

（
十
名
）ウ
ェ
ブ
会
議（
ズ
ー
ム
）

二

月
　
七

　
日

　
北
方
領
土
の
日

　
記
念
大
会

（
一
名
）ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や
ま（
富
山
市
）

十
三
日

　
第
六
回
教
化
広
報
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

十
四
日

　
第
八
回
研
修
企
画
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

十
九
日

　
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
一
斉
奉
仕
各
会
員
奉
務
神
社

同
　
日

　
第
七
回
教
化
広
報
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

　
　
　
二
十
四
日

　
第
一
回
次
期
役
員
予
定
者
会
議

（
十
一
名
）加
茂
神
社（
射
水
市
加
茂
中
部
）

三

月
　
十

　
日

　
第
八
回
教
化
広
報
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

十
一
日

　
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭
並
物
故
者
慰
霊
祭

（
七
名
）廣
田
神
社（
富
山
市
新
屋
）

十
四
日

　
第
九
回
研
修
企
画
委
員
会

（
四
名
）メ
ー
ル
会
議

二
十
日

　
第
十
一
回
役
員
会（十

三
名
）射
水
神
社（
高
岡
市
古
城
）

同
　
日

　
第
二
回
次
期
役
員
予
定
者
会
議

（
十
名
）射
水
神
社（
高
岡
市
古
城
）

　
　
　
二
十
九
日

　
監
査
会（

三
名
）越
中
膳
所
海
の
神
山
の
神（
富
山
市
）

以
上
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新
入
会
員
紹
介

四
名
が
入
会

四
名
が
入
会

◆
趣
味
／
音
楽
鑑
賞
・
映
画
鑑
賞

◆
一
言
／
普
段
は
、
会
社
員
を
し
て
い
ま
す
。
よ
り
専
門
的

に
父
の
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
い
、
階
位
を
取
得
い
た
し

ま
し
た
。
一
般
的
な
資
格
と
違
い
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
「
な

ぜ
？
な
に
？
ど
う
し
て
？
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
簡
単
に
手

伝
え
る
と
思
っ
て
い
た
頃
が
微
笑
ま
し
い
で
す
。
皆
様
の
ご

指
導
ご

撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
倉

い
つ
か

昭
和
五
十
八
年
一
月
十
六
日
生

魚
津
神
社

（
魚
津
市
中
央
通
り
鎮
座
）

◆
趣
味
／
ド
ラ
イ
ブ

◆
一
言
／
神
職
と
し
て
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
り
ま
す

の
で
、
劣
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
補
い
、
良
い
と
こ
ろ
は
伸
ば

せ
る
よ
う
に
日
々
努
め
て
ゆ
く
所
存
で
す
。
ど
う
か
御
指
導

御

撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
森

信
人

平
成
五
年
六
月
一
日
生

髙
瀬
神
社

（
南
砺
市
髙
瀬
鎮
座
）

◆
趣
味
／
能
楽

◆
一
言
／
幼
少
期
に
外
国
に
居
た
事
も
あ
り
、
神
社
界
で
は

見
る
こ
と
聞
く
こ
と
に
初
め
て
知
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
経

験
の
浅
い
未
熟
者
で
、
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
何
卒
ご
指
導
ご

撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

寺
田

清
二

平
成
七
年
十
一
月
十
五
日
生

宮
津
八
幡
宮

（
魚
津
市
宮
津
鎮
座
）

◆
趣
味
／
野
球
観
戦

◆
一
言
／
こ
の
四
月
よ
り
、
日
枝
神
社
権
禰
宜
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。
愛
知
県
の
出
身
で
、
神
宮
に
て
六
年
間
奉
仕

し
、
民
間
企
業
に
て
二
年
間
勤
務
の
後
、
こ
の
富
山
に
ご
縁

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
か
と
至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
ご
指
導
ご

撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

中
島

康
博

平
成
元
年
十
二
月
八
日
生

日
枝
神
社

（
富
山
市
山
王
町
鎮
座
）

（
令
和
三
年
度
定
例
総
会
〈
四
月
〉
時
点
）
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＊
富
山
県
神
社
庁

富
山
支
部

中
新
川
支
部

魚
津
支
部

下
新
川
支
部

高
岡
・
新
湊
支
部

射
水
支
部

氷
見
支
部

砺
波
支
部

＊
神
道
政
治
連
盟

　
　
　 富
山
県
本
部

＊
日

枝

神

社

＊
富
山
縣
護
國
神
社

＊
雄

山

神

社

＊
射

水

神

社

＊
髙

瀬

神

社

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

も
あ
る
中
、
本
年
も
当
会
会
報
発
行
に
あ

た
り
、
ご
協
賛
ご
寄
稿
賜
り
ま
し
た
皆
様

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
号
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
昨
年
、

自
身
が
書
い
た
編
集
後
記
を
読
み
直
し
て

み
ま
し
た
。そ
こ
に
は
、当
時（
昨
年
七
月
）

の
状
況
を
受
け
て
「
緊
急
事
態
宣
言
も
一

度
解
除
さ
れ
落
ち
着
き
が
見
ら
れ
た
」
と

い
う
一
文
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
当
時
は
、
あ
ま

り
の
落
ち
着
き
よ
う
に
楽
観
的
な
考
え
方

も
持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
東
京

五
輪
も
緊
急
事
態
宣
言
下
の
開
催
に
な
る

と
誰
が
予
想
し
た
で
し
ょ
う
か
。
一
年
先

に
限
ら
ず
、
未
来
の
こ
と
は
誰
に
も
わ
か

ら
な
い
も
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
油
断
な
く
日
々
を
過
ご
し
、
こ

の
惨
禍
、
誤
っ
た
行
い
が
な
い
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
こ
そ
は
こ
の
編
集
後
記
に
、
感
染

症
が
収
ま
り
、
世
の
中
が
無
事
平
穏
と

な
っ
た
と
い
う
内
容
の
後
記
を
書
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
魚
岸
）

＊
富
山
県
神
社
庁

御

礼

以
上
、
助
成
金
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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